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幼児の音楽教育と幼児教育者の関わり
―子どもの歌をめぐって―
高 橋 正 道

































































































1881年 ｢小学唱歌集 初編｣が刊行された｡編集責任の伊沢が書いた緒言は ｢教育の大要
は徳脊,智育,体育の三つであるが,小学校では特に徳育を滴養することが重要であり音楽
はそれに役する｣と書き出されている｡全33曲は必ずしも綱領のとおり｢五音以下｣ではな
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